
2026 ＩＨＦ（４人制・６人制）車椅子ハンドボール競技規則 改正のポイント(2026.07.01) 

条項 内  容 

１の１ ・以下の文言を追記した。 

コートの全面は、少なくとも長さ 48m、幅 28.5m とする。 

２の２ ・正規の競技時間が終了したときに同点で、勝敗を決定しなければならない場合の競技方法を 

追記した。 

「４人制：５分間の第３セット（タイブレーク）でのゴールデンゴールとする。 

(a)   レフェリーのコイントスにより、どちらのチームがボールを所持するか決定する。ゴール

キーパースローからセットを再開し、いずれかのチームが得点するまで継続され、いずれか

のチームが得点した時点で試合が終了する。 

【注】 シュートアウトは、プレーヤーがコートの中央から速攻のようにボールをコントロールし
た状態でスタートし、競技規則に則った形でゴールキーパーと向き合って得点を狙うもので
ある。特に､この場合は最大３秒間車椅子を押している間、膝の上にボールを置くことは認
められない。 

各チームはプレーヤーを 5 名ずつ選出する。競技時間の終了時点で退場中または失格にな
っていないプレーヤーのみに参加資格が与えられる。これらのプレーヤーは、交互に 1 投ず
つスローを行う。チームは、スローを行うプレーヤーの順番を予め決定しておく必要はな
い。シュートアウトに参加するプレーヤーは、スロアーとゴールキーパーの両方を兼ねるこ
とができる。 

レフェリーが使用するゴールを決定する。レフェリーのコイントスにより、勝者が先投か
後投かを選択する。各 5 回のスローを終えてもなお同点のためスローを続行する必要がある
場合、スローの先投と後投のチームを入れ替える。このようにスローを再度実施する場合、
両チームは改めて 5 名を選出するが、5 名全員または何名かのプレーヤーが 1 回目と重複し
てもよい。勝敗が決着するまで、この「5 名を一度に選出する」方法を用いる。ただし、両
チームが同数のスローを行った後に得点差がついた場合、その時点で勝者は決定となる。 

プレーヤーが著しくスポーツマンシップに反する行為をした、あるいはスポーツマンシッ
プに反する行為を繰り返した場合、当該プレーヤーは失格となり、以降のシュートアウトに
は参加できない。すでに選出された 5 名のうちのプレーヤーが失格となった場合、チームは
他のプレーヤーを選出しなければならない。 

通常の競技時間中と同様に、1 名のゴールキーパーを指定する必要はなく、また、シュー 
トアウトの間にゴールキーパーを変更することもできる。 

シュートアウトでの得点には 1 点が与えられる（ただし、スペクタクルゴールについて 
は、競技規則 10:4a を参照のこと）。シュートアウト中、レフェリーの笛の合図の後は、ゴ 
ールキーパーは自身のゴールエリアを離れてはいけない。シュートアウト中に、ボールの方 
向へと頭部を動かしていないゴールキーパーの顔面にボールが直撃した場合、シュートを打 
ったプレーヤーは、次のセット開始まで退場となる。 

試合の結果 

同じチームが両セットとも勝利した場合、当該チームが 2-0 で試合に勝利したものとす

る。それぞれのチームが 1 セットずつ勝利した場合、試合結果は引き分けとなり、5 分間の

第 3 セット（タイブレーク）を行う。第 3 セット終了時点で試合が同点の場合は、5 回のシ

ュートアウトにより勝敗を決定する。タイブレークで勝敗が決した場合、試合全体の結果は

2-1 となり、タイブレークに勝利したチームが勝者となる。 

２の 8 

 
・  タイムアウト」に以下の文言を追記した。 

(e) ４人制は競技時間が短いため、レフェリーは以下のような場合でプレーが中断した際、

直ちにタイムアウトをとることを考慮しなければならない。 

・ボールがプレーイングエリアから出て、プレーヤーの届かない範囲に離れてしまった場合 

・プレーヤーが誤って衝突してしまい車椅子を起こしてもらうために手助けが必要な場合 

 

２の１１ 

 

 

 

・  チームタイムアウト」に以下の文言を追記した。 

相手チームがボールを保持している際に、チームタイムアウトを請求した場合、以下の罰則と判 

定が適用される。 

ａ）ブザーを押してチームタイムアウトを請求したチーム役員に対し、退場から始める段階的 

罰則を適用する。 

ｂ）ボールを保持しているチームに７ｍスローが与えられる。 



２の１２ 

 
 

 
 
 
２の１３ 

相手チームがボールを保持しており、明らかな得点チャンスを得ている際にチームタイムアウト 

を請求した場合、以下の罰則と判定が適用される： 

ａ）ブザーを押してチームタイムアウトを請求したチーム役員は失格(レッドカード)となる。 

ｂ）ボールを保持しているチームに 7m スローが与えられる。 

注：誰が誤ってチームタイムアウトを請求したのか、TO またはレフェリーが分からない場合、

チーム責任者が上記に従って罰則を適用される。 

ボールの所持を失った直後にチームタイムアウトを請求し、それが意図的ではなかった場合、試

合が中断された時点でのコート上の状況に基づいた判定に従い、競技を再開する。 

５の１  ４人制のチームの構成」 

・以下のとおり、 12ポイント」を 11 ポイント」に変更した。 

 クラス分け規定に準拠し、コート上のプレーヤーの持ち点はいかなる時も合計 11 ポイントを超

えてはならない。 

・以下の文言を追記した。 

競技の開始時に、チームは８名のプレーヤーがいなければならない。ゴールキーパーはゴールを

守るためにゴールエリアに入ることが許可されたプレーヤーであり、他のプレーヤーと同様、車

椅子に乗った状態で競技する。コート上のプレーヤーは、いつでも誰でもゴールキーパーになる

ことができるが、自陣のゴールエリアにとどまることができるのは１名のプレーヤーのみであ

る。したがってゴールキーパーは専用のユニフォームではなく、他のプレーヤーと同じユニフォ

ームを着用する。相手を防御するため、またはゴールに向かうボールを止めたり、弾いたりする

ために、複数のプレーヤーが同時にゴールエリアに侵入した場合、相手チームに７ｍスローが与

えられる。 

ゴールキーパーとして自陣のゴールエリアに入ったもう一人のプレーヤーがゴールに向かってい

るボールを止めたり、弾いたりした場合、当該プレーヤーは退場となる。 

【注】 持ち点が低いプレーヤーでチーム構成が可能な場合において、戦術的な理由により、よ

り高い持ち点のプレーヤーを使うために、４人未満のプレーヤーで競技することは許され

ない。そのような行為を行った場合、レフェリーは当該チームのラインナップを正すよう

命じるとともに、スポーツマンシップに反する行為として、チームの監督に退場から段階

的に罰則を適用しなければならない。 

     （中略）試合を完全に中断すべきかどうか、いつ中断すべきかどうかを判断するかは、レ

フェリーに委ねられる。（負傷または失格等により）女性プレーヤーがいなくなった場合、

当該チームは残りの試合時間を 1 名少ない状態で競技する。また、チームの持ち点の上限

は８点とする。 

５の７ 

 

 

 

 

５の９ 

 プレーヤーの服装、装具」に以下の文言を追記した。 

各チームは、濃淡 1 色ずつ、2 色のユニフォームを用意するものとする。 

（中略） 

ただし、４人制については、ゴールキーパーとしてプレーするプレーヤーを含めて全員同じユニ

フォームを着用しなければならない。 

（前略） 

ボールを扱うための粘着剤，金属製の部品を含む保護具，樹脂製や金属製の 手指，手首用 

の装具の使用は認められない。パッド入りや柔らかい素材の保護具（金属 を含まないも 

の），指や腕用のテーピング，義肢及び適合器具、ただし、IHF 車椅子ハンドボールクラス 

分け規定に遵守し、他のプレーヤーを傷つけない場合のみ、使用は認められる。 

（中略） 

「IHF 保護具および装具規定」を適用するものとするが、（ゴールキーパーになるプレーヤー 

だけでなく）すべてのプレーヤーは長ズボンの着用が可能で、また靴下は着用しなくてもよ 

い。ただし、すべてのプレーヤーが同形（全員短パンまたは全員長ズボン）かつ同色のパンツを 

着用するものとする。 

９の４ 

 
・  座 に２分間（4人制の場合はターンオーバーまで）退場を判定すべき違反行為」に以下の文

言を追記した。 



 たとえ身体的衝撃の小さな違反であっても、相手が予期できず自分を守ることができない

タイミングで違反した場合、極めて危険で重篤な結果につながる可能性を秘めている。失

格が相当かどうかの判定基準は、身体接触の見た目の弱さではなくプレーヤーに対するリ

スクである。特に、加害者となるプレーヤーが相手に対する危険性を軽視した違反行為に

対して適用する。 

９の 11 ・  競技終了前 30 秒間における失格と 7ｍスローとすべきスポーツマンシップに反する行為 また

は不正な行為」に関する【注】に下記を追記した。 

退場，失格の場合，退場または失格となったプレーヤーの持ち点を２分間（４人制： 次のター

ンオーバーまで），最大チーム持ち点から減らすものとする。（怪我や罰則のため）出場できる女

性プレーヤーがいない場合，そのチームはコート上のプレーヤーの人 数を１人減らした状態

で，残りの試合時間を競技しなければならない。また，その場合，チームの最大持ち点は 13 点

（４人制：８点）となる。負傷したとアナウンスされ，人 数および持ち点減少の理由となった

プレーヤーは，当該試合に再度出場することはでき ない。 

10 の４ ・４人制の得点について、以下を追記した。 

以下の場合には、２点が与えられる。 

(ａ) 車椅子で 360 度回転した直後にプレーヤーがボールを投げて得点した場合 （スペクタクル 

ゴール） 

【注】 完全に 360 度回転しなければならず、片手のみで車椅子を回転させるものとする。 

360 度回転は、回転中に車輪に触れることなく行わなければならない。プレーヤーは、360 

度回転した後車輪を止めて、同時にシュートを行うことができる。身体の位置を安定させた 

り、シュートを調整したりするために車椅子を止めることは許されず、プレーヤーは直ちに 

シュートを打たなければならない。 

(ｂ) ゴールキーパーが自陣のゴールエリアから直接得点した場合 

(ｃ) 7m スローで得点した場合 

10 の５ ・４人制の得点について、【注】だった以下を新たに明記した。 

シュートアウト中、競技規則 10.4a によるスペクタクルゴールには 2点が与えられる。 

１１の４ ・４人制について、以下を追記した。 

ゴールデンゴールのスタートは、レフェリーのコイントスにより、どちらのチームがボール 

を所持するか決定した後、ゴールキーパースローからセットを再開する。 

１４の９ ・この条項を削除した。→４人制でのフリースローでは、360 度回転シュートはない。 

「競技規

則の解

釈」 

・４人制について、以下を追記した。 
9． ４人制に関するプレーヤーの負傷、スペクタクルゴール、シュートアウト 
（１） プレーヤーの負傷 

プレーヤーがコート上で負傷し（または負傷したと思われ）治療行為が必要となった場 
合、当該プレーヤーは治療後もコート上に残ることができる。 

（２） スペクタクルゴール 
ａ）アドバンテージ 

7m スローによる得点は 2 点が与えられることを考慮し（競技規則 10:4c）、レフェリー
は、明らかな得点チャンスを妨害したファウルのまさにその瞬間において、アドバンテ
ージの中断を評価しなければならない。 

ｂ）フリースローでの得点 
競技規則 10:4a によると、フリースロー実施中におけるスペクタクルゴールによる得点 
は、例外とは考慮されない。したがって、完全な 360 度回転の条件が満たされ、ポイン 
トの正しい位置から動くことなくスローが行われた場合、２点が与えられる。 

ｃ）完全な 360 度回転を防御行為で妨害した場合 
スペクタクルゴールを狙う攻撃側プレーヤーが一度回転を始めた後に、そのプレーヤ 
ーが完全に 360 度回転することを妨害しようとする行為は違反とみなされ、競技規則 
にしたがい罰則が適用される。しかし、防御側プレーヤーが回転の開始を予期し、先 
にスペースを取っていた場合は、正しい防御行為とみなされる。 

（３） シュートアウトの実施 
シュートアウト実施の際、レフェリーの笛の合図の後、プレーヤーはボールを前方に短 
く投げることにより、車椅子を駆動させてスピードをつけることが許されている。その後 
は、競技規則に従って、前進し続けなければならない。実施についての時間制限はない。 



 


